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十
一
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幽
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物
価
防
川
町
内
特
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一
同
一
日
境
付
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春七十ニ第言者{ 罪

諭

叢

辛子竃安田一月~.....三三芳日問主

一
般
祉
曾
畢
の
概
念

経
済
静
態
に
つ
い
て

目

的

税

論

保

険

ざ

偶

然

措
叫

苑

計
算
貨
幣
ご
交
換
貨
幣
・
.

経
済
法
の
概
念

雑

情

錦

陳

希
臓
現
代
の
経
済
平

大
戦
中
の
例
蘭
幽
の
通
貨

フ
ォ
ン
・
ベ
ロ
ウ
教
授
を
憶
ふ

満
逸
都
市
の
財
政
統
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フ
ォ
ン
･
ベ
ロ
ウ
教
授
を
憶
ふ

上

的

藤

十

郎

VierEctjah
･schnn
ru
t

Sol.d
･und
W
irt
sd
lafts
g
e
s
c
t

lichte,

蟹

t+
七
巷

一
三
八

辞

1
錬

二
二
八

31nd
4
H
e
rte
･
(T927
)

に
1
rQ
･q
.
確
.g
.ハ
ー
声
ソ

の
フ
ラ

イ
プ

ル
グ大
串
的
政
托

G
e
ol
gY
O
T]
B
e
)o
v

氏
は

1
九
二
七
年
十
月
二

十

日
唾
に
海
生
せ
ら
れ
た
棟
で
あ
ro
｡
嚢
に
､
鬼
才

M
a
x
W
eb
e
r
逝
い

て
兼
だ
裁
許
も
な
ら
ぎ
ro
に
､
今
又
同
敢
投
の
副
を
即
し

班
に
末
位

の
忠
に
堀
え
杓
い

断
で
あ
･0
5

回
歌
政
の
輿
舵
は
､
東
光
御
用
大
疎
む

elk

土
崩
助
軟
投

'

及
岡
怒
祉
大
串
の
石
田
軌
投
に
ょ
甘
､
鮮
組

成

は
研
評

せ
ら
れ
て
既
に
改
革
非
に
軸
介
･･J
れ
て
ゐ
古
が
'

比
良
に
牡
蛭
の
集
臨

む
臆
し
て
､
故
人
を
偲
ぶ
･･
す
が
と
L
た
い
と
瓜
七

=

Geo･gy

o.I
Betoy
敷
轟

は
'
西
塔

1
<
五
八
年

1
月
十
九

日
羽
鞄

プ
ロ
･)･
ヤ
の
ケ

Iii
iji(ベ
ル

亡
に
て
叫
々
の
牡
を
鄭

げ
た
｡
長
す
る
や
､

T
r(
七
八
年
秋
へ

同
地
の
大
串
に
入
･a

.
I

主
と
し
て
腫
史
串
を
畢
び
'
攻
で
.
ボ
ン
大
串
.
伯
林
大
串
に

遊
び
た
る
後
再
び
'
ボ
ン
大
串
に
府
･｡;

M
･
R
Htter
の
指
導

を
受
け
t

t
八
八
二
年
同
大
革
を
牢
柴
し
た
｡
そ
の
年
#
'玲
文

の
題
目
は
､

.,D
e
r
W

ih
ter

deS
B
i
scho酔
atJ
d

as
D
o血
l

h
pitel･
..
で
あ

っ
た
｡
同
大
串
卒
業
後
も
勝
敗
鵜
に
制
度

班

の
研
究
に
砧
萌
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
'
]
八
八
六
年
､
マ

-
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ル
プ
ル
ヒ
大
串
の
講
師
と
た
り
、

て
八
八
八
年
応
は
ケ
I
a
ヒ

ス
ベ
ル
巳
・
大
事
に
梓
じ
、
翌
一
八
八
九
年
十
月
、
岡
大
皐
の
員

外
教
授
に
伍
命
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
、
ー
一
八
九
一
年

0
・
問
E
F

E
E仰
の
後
を
駆
っ
て

ミ
品
ン
ヘ
ン
大
壌
の
正
教
授
と
な

マ
ー
ル
プ
ル
ヒ
大
串
、

に
は
チ
品

l
ピ
y
F
日
大
曲
唱
に
時
じ
・
品
川
後
に
、
フ
ラ
イ
プ
ル

グ
大
串
に
招
勝
せ
ら
れ
た
る
は
一
九

O
五
年
で
あ
っ
た
。
爾

来
、
約
廿
ヶ
年
間
共
職
陀
あ
っ
て
史
皐
を
講
じ
て
居
ら
れ
た
。

り

一
八
九
七
年
に
は
、

一
九

O
一
年

倫
一
九
二
四
年
同
大
串
を
退
か
れ
た
後
も
‘
引
観
音
同
地
に
あ

一
九
二
七
年
十
月
二
十
日
易
貸
せ
ら
れ
る
迄
、
車
問
精

進
陀
専
念
せ
ら
れ
倦
む
所
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

っ
て余

は
、
同
教
授
の
皐
界
に
貢
献
せ
る
幾
多
の
業
蹟
を
此
鹿
に

越
ぷ
る
前
陀
、
先
づ
、
史
家
・
と
し
て
D
教
授
の
皐
風
を
紹
介
し

た
い
主
思
ふ
。

教
授
は
、

テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、

か
の
カ
ン
ト
の
思
想
に
そ
の
源
E
費
し
、

フ
ィ
ヒ

へ
l
F
ル
を
経

τ系
統
的
に
完
成
さ
れ
た

カ
ン
ト
減
歴
史
哲
皐
の
立
場
よ
り
、
凋
逸
史
串
を
開
拓
せ
る
先

雑

能

フ
ォ
ン
ム
ロ
ウ
敬
授
を
憶
ふ

我λ. 
由t
歴
史
の
生
命
力
を
認

:;;" 

石田秀一郎氏、資本主義時撫念同五位世論議士iE+=--年十ー月掛
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組
閣
者
た
る
「

4
・
同

hsro
の
影
響
を
受
〈
る
所
多
く
、

世
紀
後
牛
朗
に
於
て
金
盛
を
極
め
た
る
官
証
主
義
的
向
然
主
義

的
唯
物
的
見
解
陀
飽
足
ら
や
、
浪
漫
主
義
的
現
想
主
義
的
見
解

か
の
偶
然
に
も
仰
刷
西
の
コ
Y

トル』

を
・
と
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

の其
』杭
のを
みー

を に
!盛し
史 て

皐賓
の言iF.
貫主
の義
~，r的
象見
と解
見の
た下
る に
ラ『
y 常
フ'Jltl
V 的
ヒ 在

本ト孟
質等"も

ル
」
は
共
見
解
を
異
に
し
、
『
歴
史
的
に
重
要
た
る
も
の
、

的
左
る
も
の
は
、
普
通
的
在
る
も
の
止
し
て
種
々
の
嵯
史
的
現

象
上
り
現
は
る
L
も
の
止
は
同
一
に
非
守
、
か
a
A

る
も
の
の
み

に
到
す
る
闘
心
を
以
て
し
で
は

識
せ
ん
と
欲
す
る
も
縄
井
い
の
で
あ
る
。
輝
則
も
規
則
と
同
様

陀
興
味
あ
り
重
要
で
あ
る
o
』
と
左
す
の
で
あ
る
。
如
斯
、
毅
授

は
出
世
史
の
法
則
性
に
闘
し
で
は
賓
証
主
義
的
自
然
主
義
的
解
樺

を
友
さ
古
る
が
故
に
、

w，
ヴ
カ
1
ト
ー
と
同
じ
く
之
が
普
遍
受
賞

性
を
認
め
左
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
の
ピ
ュ

V
ヒャ

1
等

が
経
済
階
段
詮
定
立
の
試
み
に
上
つ
で
、
藤
史
的
法
則
の
護

見
、
却
ち
、
あ
ら
ゆ
る
民
挨
の
護
建
に
共
通
し
て
調
用
さ
る
べ

き
歴
史
的
接
則
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
企
て
に
到
し
で
も
、
其
等
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躯

轍

ヲ
オ

y

・4
-
v敬
授
を
憶
ふ

の
階
段
説
仇
車
に
」
民
族
或
は
こ
三
の
民
放
の
峰
山
民
に
よ
っ

τ

立
愉
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
以
上
ト
|
例
へ
ば
か
の
シ
持
母
ヲ

1
0
階
段
売
か
犬
期
に
Mm
て
牢
に
濁
逸
民
族
白
歴
史
に
過
ぎ
中

止
例
証
せ
る
が
如
も
叉
ピ
品
ツ
ヒ
ャ

1
自
身
J

川
彼
の
階
段
設

が
『
少
〈

k
t申
央
及
西
欧
の
τ

諸
民
族
に
封
し
て
』
受
賞
す
る
と

云
へ
右
が
如
宮
ば
是
で
あ
る
ー
ー
そ
の
普
通
安
首
性
を
棄
て
ざ

る
を
得
な
M
主
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ー仲跡じ
M
れ
ら
、
教
授
は
経
済
費
港
階
段
設
の
債
値
を
輯
腕
ず
る

も
白
で
は
左
い
の
で
あ
っ
て
、
!
我
々
が
幡
史
的
諸
事
賞
白
勝
史

的
構
成
に
営
ワ
て
、
比
較
が
我
々
。
史
的
認
識
陀
寄
興
す
る
所

大
な
る
限
り
に
於
で
、
研
究
の
補
助
手
段
と
し
て
利
用
さ
る
べ

き
は
疑
主
容
れ
・
泣
い
所
で
あ
る
。
而
し
て

そ
は
一
定
。
時
に

於
け
る
一
民
族
の
欣
態
に
泊
合
せ
し
め
得
べ
吉
曙
想
型
と
し
て

観
る
と
き
は
、
満
段
訟
の
使
用
は
許
容
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

8
 

t
一耳つ

τゐ
る
。
所
調
理
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な
る
概
念
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Z 

J、
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よ
て〉

て

高
調
せ
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れ
た
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あ
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理
想
型
構
成
が
精
密
左
る
批
判
研
究
を
経
た
る
員
五
の
資
料
に

基
い
て
な
さ
ざ
る
4
か
ら
ざ
る
を
説
い
て
、
故
寅
博
識
を
隼
重

ず
る
止
共
に
、
之
に
よ
り
回
世
史
白
有
機
的
生
命
を
動
的
に
把
握

せ
ん
事
を
志
し
た
の
で
あ
る
。

以
L
L
地
べ
た
る
所
に
よ
り
て
、
教
授
の
史
的
見
解
並
に
立
場

は
略
々
明
に
せ
ら
れ
た
事
ル
」
信
や
る
0

・
次
に
、
戦
授
が
、
曲
借
用
拝

ぅ
。
郎
ち
、

第
一
、

中
世
都
市
制
度
の
研
究
、

第
二
、
資
本
主

義
の
成
立
に
闘
す
る
研
究
・
第
三
ョ
農
史
方
削
の
研
究
之
で
あ

る。
第
一
の
巾
世
都
市
の
研
究
は
、
初
め
制
度
史
方
図
よ
り
注
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
制
度
史
的
建
民
白
根
械
が
草
な
る
法
令

の
み
に
存
せ
や
、
民
家
の
生
活
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
守
主
の
信

念
を
得
、
爾
来
、
経
済
出
品
の
研
究
に
棒
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
教

授
の
申
世
都
市
内
一
起
原
及
経
済
的
性
質
に
帽
す
る
有
盤
な
る
緒

論
著
の
中
、
出
色
の
も
の
は
、
手
工
業
並
に
ギ
ル

F
に
閲
す
る

れ)
7) 
S) 
9) 

10) 
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′ヽe1

研
替

あ
ら
う
0
次
に
.
琴

一の
資
本
主
韓
の
成
立
に
関
す
る

･1Uユ

研
兜
.if
･
ヅ
･q･
バ
ル
ト
の
『
乾
せ
資
本
主
義
』
の
研
究
に
刺
激
さ

れ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
併
せ
て
中
世
麻
柴
の
意
義
を

明
に
せ
ん
と
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
'
教
授
姓
'
資
本
主

轟
･U
は
､
大
資
本
が
多
く
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
､
及
び
経
営

に
壌
加
す
る
弊
働
者
が
禍
丑
性
を
有
せ
ざ
る
に
票
-
し
辛
で
あ

l川■
ち
.と
の
見
解
に
基
き
･
リ
ム
.ハ
ル
ト
を
中
心
に
し
て
プ
レ
ソ
ク

a

り

ノ
り

マ
ッ
ク
ス
･
ウ
エ
-
･ハ
-
啓

と
資
本
虫
垂
の
起
原
に
閲
し

て
大
給
串
を
開
き
'
廿
世
紀
に
於
け
る
経
済
史
畢
界
を
し
て
清

泉
あ
ら
し
め
た
る
は
聞
知
の
寄
食
で
あ
る
Q
此
洗
車
に
於
て
軟

投
が
重
要
な
る
律
割
を
蹄
じ
た
る
の
事
宵
は
何
人
と
雄
も
香
宜

し
得
ざ
る
所
で
あ
っ
て
'
境
木
建
端
研
究
者
の
看
過
す
べ
か
ら

ざ
る
所
で
あ
る
｡
最
後
に
'
第
三
の
盛
妃
方
面
の
研
究
に
於
て

は
1
先
づ
､
原
始
共
産
に
関
す
る
研
究
を
畢
げ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
即
決
に
西
部
猫
逸
及
東
部
弼
泡
盛
柴
史
の
根
本
的
相
違
を
指

_り

璃
L
t向
樋
め
て
榔
鈴
で
は
あ
る
が
'
ユ
ル
ス
ク
I
共
他
の
担
萌

に
か
1
る

..F
aTld
w
6rterbuch
der
S
taA
rSW
isSen
SCharten
,■.

4
A
ufl･
1
92
3･
Bd･
)
所
故
の

"A
gm
TE
eSCh
ichrc｡
は
､
此

軸

姓

フ
ォ

ン
･.(
ロ
サ
数
理
を
憶
ふ

方
闇
の
研
究
者
に
と
り

1
硝
す
べ
き
倒
値
あ
る
も
の
で
あ
る
｡

教
授
は
'
夙
に
頭
脳
明
噺
を
出

て
甲
え
'
そ
の
該
博
な
る
智

静
と
背
心
し
て
蒐
壊
せ
る
根
本
替
料
に
基
き
て
な
せ
る
挽
き
掃
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